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1. は じ め に 

博士論文は学位の取得のために大学に提出される研

究の集大成であり，これらは国内外で広く利用される

ことが望まれる．各大学は学位を授与し得る博士論文

の要件を評価基準などで示しているが，論文の執筆言

語（以下，「言語」）や分量などの具体的な要件まで明

示する大学は少なく，博士論文の実像は掴みづらい． 

BRAILSFORD et al.（2016）は2008年～2015年にニュー

ジーランドのオークランド大学に提出された博士論文

のページ数を調査し，自然科学系のページ数が人文科

学・社会科学系のそれよりも少ない傾向があることを

報告した．また，村岡ほか（2003）は国内の理系分野

の博士論文（日本人のほか，留学生による論文も含む）

の言語を調査し，分野によって日・英各言語の割合が

異なることを報告した．これらの研究は博士論文のペ

ージ数や言語選択の特徴を明らかにしたが，これらの

特徴と利用頻度との関係には言及していない． 

こうした中，2013年３月に学位規則（昭和28年文部

省令第９号）が一部改正され，2013年４月以降に学位

が授与された博士論文は原則として印刷公表に代わり

インターネット上で公表されることとなった．本改正

により博士論文へのオープンアクセスが実現し，書誌

情報だけでなく全文の電子ファイル（以下，「ファイ

ル」）や利用頻度に関する情報も入手できるようになっ

た． 

この革新の下，国内の大学に提出される博士論文の

情報を量的に分析し，言語やページ数，研究テーマ等

の各要素と利用状況との関係を明らかにすることは，

大学が推進する研究 IR（Institutional Research）に資す

るものであり，ひいては博士論文の公表や利用に係る

実状と課題の分析に繋がると期待される．将来的にこ

の目的を達成するため，本研究ではまず九州大学を事

例として，同大学に提出された博士論文（以下，「論文」）

の言語とページ数，閲覧回数との関係を分析した． 

2. 研究対象と解析データ 

総合大学である九州大学は1991年以降の累計の博士

学位授与数が国内で５番目に多く（文部科学省 2017），

量的な分析に必要な数の論文が蓄積されている．同大

学はこれまでに提出された論文のうち24,049編の書誌

情報を機関リポジトリに登録・公表している．2013年

４月以降の登録件数と，そのうち論文ファイルが公表
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されている割合（公表率）の推移を図１に示す． 

論文ファイルは学位授与から１年以内に公表されな

ければならないが，やむを得ない事由により，どの年

度の公表率も2020年７月時点で50%程度にとどまる． 

2013年４月以降に登録された3,570編について，九州

大学が公開しているデータの中から，各論文の言語，

論文ファイルのページ数と閲覧回数，学位授与年月日，

論文の審査部局，学位に付記された分野の各情報を解

析データとして取得した．ここで，論文ファイルのペ

ージ数を，本文の文字数だけでなく図表や付録資料も

含めた論文全体の分量を示す指標として位置付けた．

なお，九州大学は2000年に全ての研究科を教員の研究

組織（研究院）と大学院生の教育組織（学府）に改組

したため，部局名は教育組織名（「○○学府」）となる． 

3. 言語の選択状況 

分野別に見た論文の言語の選択状況を図２に示す．

「工学」「理学」「学術」の各分野は複数の学府で論文

の審査が行われているため，学府別に集計した．なお，

地球社会統合科学府で審査された「理学」と「学術」

の論文数については，同学府の前身である比較社会文

化学府で審査された「理学」と「比較社会文化」の論

文数をそれぞれ含めて集計した． 

医学系学府で審査される「医学」「保健学」「看護学」

の論文は，ほぼ全てが英語の論文（以下，「英文」）で

あるが，歯学府で審査される「歯学」，薬学府で審査さ

れる「薬学」（「創薬科学」「臨床薬学」を含む）の各論

文は日本語の論文（以下，「和文」）が多い．そのほか

では，「数理学」「機能数理学」「情報科学」「農学」な

どの理系分野で英文が多く，「法学」「文学」「教育学」

「心理学」などの文系分野で和文が多い傾向がある．

「工学」は7学府いずれも和文と英文が概ね半数ずつで

あるが，「理学」は４学府ともに大半が英文で提出され

ている．一方，「学術」については，論文の審査部局に

より言語の選択状況が大きく異なるのが特徴的である． 

特に理系分野の論文に占める英文の割合は，医学

100％，理学94％，農学68％，工学52％，薬学25％であ

る．これらの分野間の差は，村岡ほか（2003）による

1998年～2002年の論文の調査結果（医学93％，理学80％，

農学38％，工学30％，薬学10％）とも整合的であり，

また，どの分野でも英文が占める割合が上昇している． 

4. 論文のページ数 

分野や言語によって論文のページ数に差があるのか

確認するため，3,570編のうち論文ファイルが公表され

ている1,656編を対象として分野別，言語別にページ数

を集計した（図３）．図３各図の縦軸は論文数，横軸は

各論文のページ数を示す．300ページ以上の論文はまと

めて集計した．和文を白色，英文を黒色で示した．な

 

 

図１ 博士論文の登録件数と論文ファイル公表率 

 

 

図２ 分野別に見た言語の選択状況 
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お，「法学」はファイルが公表された論文が４編と少な

かったため図は割愛したが，300ページ以上の論文が２

編，400ページ以上の論文が２編（全て和文）であった． 

「医学」「保健学」「看護学」「歯学」は他の分野と比

較してページ数が少ないが，これらの審査部局では査

読システムのある国際誌に掲載された学術論文を博士

論文の主論文とすることを認めているため，単純には

比較できない（九州大学大学院医学系学府 2015，九州

大学大学院歯学府 2018）．一方，「文学」「教育学」「法

学」はページ数が多い．こうした分野間の差は，単に

文字数だけでなく，各分野で求められる図表や付録の

数の差も要因になっているとみられる． 

次に，和文と英文の違いによってページ数に差があ

るのか，R version 3.6.3（R Core Team 2020）を使用し

て Wilcoxon 順位和検定（有意水準1％）を行った．そ

の結果，有意に差があったのは「学術」（和文＞英文，

p 値=0.002）と「工学」（和文＜英文，p 値=0.001）の

みであり，その他の分野では差がなかった．ただし，

「学術」の結果は，地球社会統合科学府に提出された

論文（大半が和文）のページ数が他の学府に提出され

た論文（大半が英文）のページ数よりも多い傾向を反

映したものであり，学府単位で比較すると両言語のペ

ージ数に差はなかった．なお，「歯学」の英文（多くは

学術論文を提出したもの）は Thesis 形式の和文と単純

に比較できないため，比較の対象外とした． 

5. 言語別に見た論文の閲覧回数 

言語によって論文の閲覧回数に違いがあるのか検証

した．国際的に見れば日本語より英語を理解する読者

が多いため，学術的な貢献度が高い論文であれば英文

で執筆した方がより多くの読者の目に留まると期待さ

れる．一方，学術的貢献が十分でなければ，世界中の

多くの英語論文の中に埋没してしまうおそれがある． 

図３のうち，日英双方の論文が提出されている８分

野について，言語別に論文の閲覧回数を集計した（図

４）．なお，論文の公開期間が長いほど閲覧回数も増え

るため，論文数が多い「工学」は３期間に分けて集計

した．図４各図の縦軸は各論文の閲覧回数を示し，閲

覧回数が多い順に横軸に論文を並べたものである．和

文を灰色，英文を黒色で示し，閲覧回数が縦軸の上限

を超えている論文については，その数を図中に記載し

た．集計の結果，８分野全てで閲覧回数の上位を和文

が占める結果となった．またこれら８分野を通じて1

論文当たりの平均閲覧回数を比較すると，英文228回/

編に対して和文1,954回/編（約8.6倍），中央値でも英

文129回に対して和文675回（約5.2倍）の差が生じた． 

この原因として，英文の論文の多くが国際的な観点

で見た場合に学術的貢献が十分でない，又は，貢献の

大きさを表現できていないために，海外の読者の目に

留まっていない可能性がある．一方，分野によらず同

じ傾向であることから，原因は個々の論文や特定の分

野にあるのではなく，インターネット上に論文を公開

する機関リポジトリの設計に問題があり，海外の読者

の多くが論文に到達しづらくなっている可能性もある． 

6. まとめと今後の課題 

2013年４月以降に九州大学が公開した博士論文の言

 

図３ 分野別・言語別に見た論文の文章量 
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語とページ数，閲覧回数との関係について分析した． 

分野別に見た言語の選択状況については，理系分野

ほど英文が多く，文系分野ほど和文が多い傾向が見ら

れた．一方，「学術」のように同じ分野でも論文の審査

部局によって言語の選択比率が異なる事例もあった． 

論文のページ数については，「文学」「教育学」「法学」

で特に多くなる傾向が見られた．言語の違いによるペ

ージ数の差については，ほとんどの分野で有意な差は

認められなかった． 

言語別に見た論文の閲覧回数については，世界的に

見れば英語を理解する読者が多いにもかかわらず，英

文の閲覧回数が和文のそれを大きく下回っていた．こ

の原因はいくつかの可能性が考えられるが，仮に論文

の公表を担うシステム上の問題で英文へのアクセスが

妨げられているのであれば，国内だけでなく世界に向

けて最新の研究成果を発信することを目標とする大学

にとっては早急に解決すべき大きな課題である．原因

を明らかにするためにも，今回の結果が一大学固有の

問題なのか，又は，他の大学でも見られる問題なのか，

事例を増やして検証する必要がある． 

本研究は言語やページ数など論文の体裁に関する要

素を対象としたが，論文タイトルやキーワードから推

測できる研究テーマと利用状況との関係も明らかにな

れば，各大学における教育研究戦略の検討にも有用で

ある．今後，取り組むべき研究課題としたい． 

付     記 

本研究は，新原（2020）で発表した内容を発展させ

て，その成果をまとめたものである． 
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